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各研究所ではそれぞれの専門領域ごとに先進技術の調査

から技術リスクの解決、試験評価等を進めています。

試 験 場

千歳試験場

下北試験場

岐阜試験場

研究所

施設等機関
F a c i l i t i e s  a n d o t h e r i n s t i t u t i o n s

長官官房

職員の人事、庁内事務の総合調整、広報など組織の円滑な

運営を支えるための業務を担います。装備開発官は装備品等

（船舶を除く）の考察及び試作に関する業務を担い、艦船設

計官は船舶の考察及び設計に関する事務をつかさどります。

組 織 運営に関する
管理・統括を担う中枢部署。

装備政 策部

装備品等の開発・調達・管理に関する基本方針や制度・

政策の企画立案を担い、防衛産業の基盤強化、装備品等

の海外移転、国際協力の推進等を行います。

装備政 策全般を企画立案する
装備行政の司令 塔。

プロジェクト管理部

装備品等の取得・運用・維持整備・廃棄までのライフサイ

クル全体を管理し、関係機関と調整しながら最適な装備

品等の取得を実現します。

主要装備品等に関する
事業プロジェクトを管理する。

技術戦略 部

装 備品等に必 要となる将 来 技 術を見 据え、研究 開 発の

重 点分 野 や方 針を策 定し、関 係 省庁や大学・企業と連

携するなど技術投資を統括します。

装備品等の研究開発に関する
政 策や制度を企画立案する。

調達管理部

様々な装備品等を調達するため、入札や契約、予定価格の

算定、監督検査や品質管理に関する制度・政策の企画立

案や基準の設定などを行います。

装備品等を調達するための
制度や政 策を企画立案する。

調達事業部

調達実務を担当する部署として調達に関する仕様書の作

成、予定価格の作成、企業等との契約締結、契約履行の

管理等、中央調達における調達業務全般を担います。

自衛隊の活動や研究開発に必要な
装備品等や役務等を調達する。

先進的・革新的な研究開発を推進する。

各試験場において大規模な試験等を安全かつ効率的に実

施し、その試験データを正確に評価します。

研究開発中の装備品等について
試 験や評価を行う。

防衛装備庁の組織

防 衛大臣

防衛技監
長官官房審議官

装備官×４

防 衛装備庁長官

長官官房 プロジェクト管理部装備政 策部

●総務官

●人事官

●会計官

●監察監査・評価官

●装備開発官（統合装備担当）

●装備開発官（陸上装備担当）

●装備開発官（艦船装備担当）

●装備開発官（航空装備担当）

●艦船設計官

●航空装備研究所

　（土浦支所／新島支所）

●陸上装備研究所

●艦艇装備研究所

　（川崎支所／岩国海洋環境試験評価サテライト）

●新世代装備研究所

　（飯岡支所）

●防衛イノベーション科学技術研究所

研究 所・試 験 場

●千歳試験場

●下北試験場

●岐阜試験場

●技術戦略課

●技術計画官

●技術振興官

●調達企画課

●原価管理官

●装備政策課

●国際装備課

●装備保全管理課

●事業計画官

●事業監理官（誘導武器・統合装備担当）

●事業監理官（宇宙・地上装備担当）

●事業監理官（航空機担当）

●事業監理官（次期戦闘機担当）

●事業監理官（艦船担当）

●装備技術官（陸上担当）

●装備技術官（海上担当）

●装備技術官（航空担当）

技術戦略 部 調達事業部調達管理部

●需品調達官

●武器調達官

●電子音響調達官

●艦船調達官

●航空機調達官

●輸入調達官

航空装備研究所 航空装備研究所 土浦支所

陸上装備研究所航空装備研究所 新島支所

艦艇装備研究所

艦艇装備研究所 岩国海洋環境試験評価サテライト

防衛イノベーション科学技術研究所

新世代装備研究所 飯岡支所新世代装備研究所

艦艇装備研究所 川崎支所

所在地

千歳試験場

岐阜試験場艦艇装備研究所
岩国海洋環境試験評価

サテライト

航空装備研究所
新島支所

航空装備研究所
土浦支所

新世代装備研究所
飯岡支所

下北試験場

埼玉県

千葉県

神奈川県

東京都航空装備研究所

陸上装備研究所

艦艇装備研究所
川崎支所

艦艇装備
研究所

新世代装備
研究所

防衛イノベーション
科学技術研究所

▼東京・神奈川【拡大図】
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防衛装備庁はどのような職場でどんな人が働いているか？若手職員の皆さんにアンケートを実施しました。

ここでは、その一部をご紹介いたします。

職場の
雰囲気は？Q1

誇りを
感じる瞬間は？Q5 働きやすい

と思う点は？Q6

プライベートの過ごし方は？Q7

成長
できる環境？Q2

入庁前後のギャップは？Q3

あなたの入庁動機は？Q4職員から見た防衛装備庁
E m p l oye e Q u e s t i o n n a i r eE m p l oye e Q u e s t i o n n a i r e

休暇は柔軟に取りやすくて定時退庁も可能で、世間のイ

メージからすると意外でホワイトな職場です。

フレックスや時短勤務を活用している職員も

多く、柔軟な環境で仕事ができます。

休暇を取得しやすいので仕事とプライベート
が両立できる環境です。

ライフステージに合わせて働き方を

選べ仕事と子育てを両立しながら第一線で活躍す

る職員が多いです。

和気あいあいとした雰囲気の職場です。業務中

も自然に声を掛け合える環境で、質問や相談がしやす

く、コミュニケーションが活発です。

年次に関係なく自分の意見を発言しやすく
一つの意見としてしっかり受け入れてくれます。

業務などで悩んでいることがあれば上司や同僚が相

談に乗ってくれたりと、皆で頑張っていることが実感

できる風通しのよい職場です。

事務官や技官、自衛官、民間経験者など異なるバック

グラウンドを持つ人たちが協力し合っている
環境です。

自分が関わった業務が報道された時は、社会に
貢献している実感を得られます。

自衛隊の装備品に関わる仕事なので成果が現
物で実感できた時です。

担当している政策も「将来」を見据えているなど未来
志向の省庁です。

普段見ることのできない研究施設や装備品
を間近に見た時に誇りを感じました。

私自身、入庁前から英語能力を磨きたいと考えており、

入庁後は通訳研修を受講させていただいて英語を
業務で利用していくという意識が高まりました。

本人の意欲次第で幅広いキャリアパスが
開けます。

入庁時には、初任者研修を通して防衛装備庁や防衛

省の組織全体について学べます。

２年に一度程度異動があるため様々な部署を経験す

ることで知見を高められます。

公務員に対して堅いイメージがありましたが、入庁して

みると業務の電子化を進める動きがあったり、業務に

支えるAIが導入されたりと業務の効率化が図ら

れているところにギャップを感じました。

自衛官も所属しているので堅苦しいイメージを持ってい

ましたが、現実は冗談が飛び交い笑いが起
きている時があったりと意外でした。

機関を超えた交流の多さです。組織の枠を

超えて協力する場面が多く、防衛省という組織のス

ケールの大きさを実感しました。

休暇の取りやすさです。思っていたより柔軟で

ワークライフバランスが充実していました。 休日は趣味のカフェ巡りを楽しんだり、好きなアー

ティストのコンサートに行ったり、遠方に旅行に出かけ

ることもあります。

最近はドライブにハマっており、

車で遠出することが多いです。

平日に早く帰れた時はジムに行ったり、

映画鑑賞をして過ごしています。

退勤後は健康のためヨガに通って

います。

学食だけだった学生時代とは異なり、官舎生活で自炊

がしやすい環境になったので、週末はいろんな
料理に挑戦しています！この前はロールキャベツ

を作りました。

幼い頃からグローバルに活躍できる職業

に就きたいという思いを叶えたかったからです。

ニュースで話題となっている装備移転や次期戦闘機など

国際的な業務の広がりを見せている装備行

政に挑戦してみたいと考えたからです。

国防という広く国民に関わる政策に携われることに魅力を感じました。
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